




4.結果の要約 

援助を必要とする人が,「必要とする時,ところで,適切な援助をうけられたか」という基本

的な問いに対しては,答えは否定的であった。 

1)何らかの援助を必要とする時,健常児家庭では,まず身内・親せきなどへの依存があるが,

近隣・友人などの援助の存在も確実に検出されている。 

2)しかし障害児家庭では.身内か専門機関かという状況にあり,地域での援助は殆んど検出

されていない。 

3)地域における行政委託・民生児童委員等の相談窓口は殆んど検出されておらず,頼りにさ

れていない傾向が強い。 

4)もっと専門的知識をもった機能が身近かにあり,本人の状況を十分把握していてくれる

ことが望まれている。 

5)行政制度については,認知,活用は不十分であり,とくに窓口に到達しにくいこと,行政の

縦割りで,各種制度が分断され,連絡が極めて悪いことが明らかにされた。 


